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リフト乗車のルール・マナー 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

乗り場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■リフト乗車時の注意事項を教室などで事前指導 

・正しく並び、正しく乗ることで事故＆混雑防止。 

・乗車ルールが守られないと大変危険。リフトが

止まることで学習時間の減少にもつながる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前指導 乗り方 乗車中 

良くない並び方と改善例 

 

 

 

 

 

 

 

 

降り方 

列の終わりが分かれている 

列の間が空いている 

 

乗り場 

リフトの下に並んでいる 

列がコースをふさいでいる 

コース 

 

乗り場 

２～４列に分かれ、間をつめて並ぶ。 

並び場がせまいときは、折り返して並ぶ方法も。 

 

乗り場 

コース 

リフト 

リフト 

① １つ前のリフトが自分の前を通り過ぎたら進みます 

② リフト乗車地点まで進み、ストックを上げて待ちます 

③ リフトが来たら座ります 

スキーはまっすぐ

前に向ける 

足が浮くまで 

ストックは 

上げたまま 

 

安全バーがついて

いるリフトの場
合、乗車後にバー

を下ろす 
 

※同乗者にぶつけ

ないように注意 

■安全面と迷惑防止のため、次のような行為は禁止です 

・リフトを 

前後にゆらす 
・雪を落とす   

・後ろを向く 

・大声で話す 

・鉄塔や木を叩く ・飛び降り 

 

降り場が近づいたら
安全バーを上げて、 

降りる準備をする 

① ストックと 

スキーの 

先を上げる 

② 降り場で 

  立ち上がる 

③ まっすぐ 

  滑り降りる 

  

スキー板同士を

ぶつけると、ス

キー板がはずれ

て落ちることも

あり、ものすご

く危険！ 

 

※ストックがリフトに巻き込まれると大きな事故につながりやすいので安全指導が必要。一
般スキーヤー向けにはストックを外して片手にまとめて持つ方法が推奨されているが、こ
こでは児童の発達段階を考慮し、ストックを外さずに先を上げて乗降する方法を示してい
る。慣れている児童については、片手にまとめて持つ方法を選択することも認められる。 

（１つ前の人） 

（１つ前の 

リフト） 

 
リフトから離れるまで 

ストックは上げたまま 

QR 動画「リフト乗車の方法・マナー」→ 
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斜面でのルール・マナー 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

  

！ 

！ 

斜面に背を向けて整列すると、 

背中側から追突された際に 

大けがにつながる危険性あり！ 

 

コースの途中や 

合流地点では整列しない。 

リフト下に整列しない。 

落下物の危険あり！ 

 

並ぶときは、スピードを

落として列の下（谷側）

につくことを徹底 

 

 

コースの脇に、 

２～３列になって 

整列することを徹底 

 

スピードの出しすぎや

急な割り込み・追い越

しは絶対にしない！ 

 

リフトに並ぶ際にコースを 

ふさいでしまっている事例も 

見られます。気を付けましょう。 

QR 動画「ゲレンデでのマナー」→ 
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滑走時の約束・マナー 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小グループで滑走するときのポイント 
 

１．事前の指示を大切に 

 

 

 

 

 

 
 

２．滑走前に、自分自身で安全確認 

 

 

 

 

 

３．「みんな」のことを考える 

 

 

「トレーン」の仕方 

 
２列目以降は、前の

列が全員移動し終

えたら滑り出す 

速度を落とし、 

前の人の下に並ぶ  
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 次で止まるよー 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

トレーンをするときの約束 
 

１．指導者が通ったコースを外さずに滑る 

トレーンでは「指導者が滑ったコース通りに滑るこ

と」を学習課題として児童と共有します。課題に挑戦

しやすい先頭５人を適宜交代することを推奨します。 
 

２．追い越し禁止 

 

 

 

 
 
 
 

３．誰かが転んだときは… 

 

 

 

 

 

４．遅れてもあせらずゆっくり 

 

 
指導者は止まる場所が近づ

いたら、声や手で伝える 

トレーンについて  

トレーンで滑走するとグループ全員で一度に移動できるため、効率的

にスキー学習を進められます。また、指導者が適切な速度・コース取り

を示すことで、コースに応じた安全な滑り方の理解につながります。 

 

小グループでの滑走 

小グループでの滑走について  

児童自身が滑り方を調整し、より主体的に課題に取り組

むことができます。全員の学習を保証できるよう、滑走

をリードする先頭役を交代で行うことが望ましいです。 

 

！ 
！ 

！ 
前の人が遅いと感じて

も追い越しは禁止です。 

転んでいる人をよける

ときだけ、危険回避のた

め追い越しましょう。 

 

大丈夫？ 

安全に止まれる人が1人

だけ止まって手伝いを

します。それ以外の人は 

その場を安全にかわしていき

ましょう。転んだ人は、列の一

番後ろに並びます。 

 

列から遅れても大丈夫です。

「コース通りに滑ること」を

大切に、近道などせずあせら

ずゆっくり滑りましょう。 

 

上に登らず、自分が立ってい

る場所からまっすぐ滑り出す  

どんな滑りをする？ どこまで滑る？ 

どのタイミングで滑る？ 

 

・ハニハニ滑りで 

・リズム変化で 

・グループのリズ

ムを合わせて 

・小回りで など 

 
・先生が止まったところまで 

・目印の場所まで   など 

・先生がストックを上げたら 

・前の人が〇ターンしたら 

上から滑ってくる人が 

いないか確認 

これから滑る斜面の安全 

を確認 

  

他のお客さん

が滑っている

のを邪魔しな

いように… 

グループのみ

んながリズム

を合わせやす

いように… 

① 
② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 
⑩ 

① 

② 
③ 

④ 
⑤ 

QR 動画「滑走時のマナー」→ 


